
（1）
上川教育研修センターだより

№114（平成２５年７月１日）
お も な 内 容

随 想………………………………１

研修講座寸描………………………２

教育講演会のご案内………………３

研究室だより………………………４

研究協力校の紹介…………………５

研修講座のご案内…………………６

心に残る授業 その柿・人事短信…７

お知らせ・出前講座のご案内……８

ページ

毎
年
５
月
の
遠
足
は
、
そ
の
年
に
よ
っ
て
天
候
が
大
き
く
違
い

ま
す
。
気
温

度
の
真
夏
日
の
中
、
歩
い
た
年
も
あ
り
ま
し
た

３０

が
、
今
年
は
寒
く
て
、
い
つ
も
目
に
す
る
桜
が
咲
い
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

田
ん
ぼ
の
中
を
歩
い
て
い
く
と
、
木
々
や
草
花
が
芽
吹
い
た
ば

か
り
の
様
子
で
し
た
。
夏
が
待
ち
遠
し
い
子
ど
も
た
ち
が
、
木
々

や
草
花
と
共
に
大
き
く
伸
び
て
い
け
る
と
い
い
で
す
。

（
旭
川
市
立
永
山
西
小
学
校
）

「
頭
よ
く
な
っ
た
ら
、
米
作
り
み
た
い
な
儲

か
ら
ん
仕
事
な
ん
か
継
い
で
く
れ
な
い
か
ら
、

勉
強
は
そ
こ
そ
こ
で
い
い
よ
。」
こ
れ
は
、
新
任

教
師
の
こ
ろ
、
家
庭
訪
問
で
聞
い
た
話
で
あ

る
。
ま
た
、
浜
の
学
校
を
経
験
し
た
友
人
の
教

師
か
ら
は
、「
漁
師
や
ら
ん
く
な
る
か
ら
、
先

生
、
余
分
な
こ
と
教
え
ん
で
も
い
い
。」
と
い
う

親
の
こ
と
ば
を
伝
え
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

今
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
親
は
い
な
く

な
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
勉
強
す
る
こ
と
、
つ
ま

り
、
学
力
を
身
に
付
け
る
意
味
の
認
識
は
変

わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
同
じ
な
の
だ
ろ
う
か
。

昭
和
三
十
二
年
に
東
井
義
雄
著
「
村
を
育
て

る
学
力
」
が
出
版
さ
れ
、
教
育
界
に
大
き
な
波

紋
を
広
げ
た
。
学
習
の
基
盤
に
こ
の
国
土
や
社

会
に
対
す
る
「
愛
」
を
据
え
つ
け
、「
村
を
捨
て

る
学
力
」
で
は
な
く
「
村
を
育
て
る
学
力
」
を

育
て
た
い
と
い
う
考
え
を
愚
直
な
ま
で
に
実
践

し
、
子
ど
も
の
学
力
を
高
め
、
寒
村
を
変
え
て

い
っ
た
と
い
う
記
録
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
、「
実
社
会
、
実
生
活
に
生

き
る
学
力
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

氏
の
言
う
と
こ
ろ
の
国
土
や
社
会
に
対
す
る

「
愛
」
が
伴
う
「
学
力
」
を
目
指
し
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
氏
は
言
う
。「
教
科
の
論
理
」つ
ま
り

学
問
の
論
理
で
学
ん
だ
「
普
遍
妥
当
な
価
値

●

●

」

は
子
ど
も
た
ち
の
「
生
活
」
の
中
に
消
化
さ
れ

て
は
じ
め
て
「
学
力
」
と
な
る
。
自
分
の
こ
と

と
し
て
学
ぶ
か
ら
村
の
土
を
愛
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
と
こ
ろ
が
、
子
ど
も
の
「
生
活
」
が

狭
く
豊
か
さ
を
欠
い
て
い
れ
ば
、
子
ど
も
は

「
価
値

●

●

」に
対
す
る
食
欲
不
振
を
起
こ
す
。
食
欲

不
振
は
言
い
換
え
れ
ば
「
主
体
性
」
の
弱
さ
で

あ
り
、
子
ど
も
の
学
力
は
こ
の
「
主
体
性
」
の

在
り
方
如
何
に
よ
る
。
と
論
を
展
開
す
る
。

今
日
、
子
ど
も
の
生
活
は
、
戦
後
間
も
な
い

こ
ろ
に
比
べ
、
夢
の
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ

る
が
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
も
の
の
豊
か

さ
や
情
報
化
が
子
ど
も
の
生
活
に
奥
行
き
を
与

え
、
豊
か
に
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
学
び

へ
の
食
欲
不
振
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
。

村
の
若
者
の
多
く
は
都
市
に
出
て
し
ま
う
こ

と
は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
と
し
な
が
ら
も
、
子

ど
も
が
生
活
の
中
か
ら
自
分
の
こ
と
と
し
て
問

題
を
見
付
け
、
主
体
的
に
思
い
考
え
、
身
に
つ

け
た
学
力
は
村
の
土
を
愛
し
、
ひ
い
て
は
国
土

や
社
会
を
愛
す
る
学
力
と
な
る
、
と
氏
は
言
う
。

地
域
教
育
研
究
団
体
の
研
究
テ
ー
マ
に
ふ
る

さ
と
や
地
域
の
活
性
化
を
願
う
も
の
や
「
主
体

的
に
～
」
と
い
う
文
言
が
つ
い
た
学
校
の
研
究

主
題
な
ど
を
多
く
見
か
け
る
が
、「
村
を
育
て

る
学
力
」
を
目
指
し
て
の
も
の
だ
と
と
ら
え
た

い
。「
村
を
育
て
る
学
力
」を
身
に
付
け
た
子
ど

も
は
国
や
社
会
を
愛
し
、
少
子
高
齢
化
の
問
題

や
過
疎
化
の
問
題
、
環
境
の
問
題
、
理
念
を
定

か
に
し
な
い
で
進
展
す
る
科
学
技
術
の
「
影
」

の
問
題
な
ど
、
難
問
解
決
に
、
主
体
的
に
果
敢

に
挑
戦
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

今
な
お
、
戦
後
の
偉
大
な
教
育
実
践
者
に
学

ぶ
と
こ
ろ
は
多
い
。

随

想

「
村
を
育
て
る
学
力
」
再
考

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

所

長

鷲

見

正

雄

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用
し
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
愛

の
実
践
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
中
合
同
で
毎
年
こ
の
時
期
に
、

自
分
の
住
む
地
域
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
愛
別
町
立
愛
別
中
学
校
）

４
月
１
日

新
任
所
員
就
任

４
月

日

研
修
講
座
講
師
委
嘱
状
交
付
式

１７

講
座
内
容
研
究
協
議
会

４
月

日

講
座
受
講
希
望
第
一
次
締
め
切
り

２２

４
月

日

パ
ソ
コ
ン
講
座
運
営
委
員
会
議

２５

５
月

日

研
修
講
座
開
始（
特
別
支
援
教
育
）

１４

５
月

日

パ
ソ
コ
ン
講
座
開
始
（
表
計
算
）

３１

７
月
１
日

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第

号
発
行

１１４

※

毎
週
火
曜
日

定
例
研
究
室
会
議

※

随
時

研
修
講
座
講
師
打
合
せ
会
議

セ

ン

タ

ー

日

誌
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研

修

講

座

寸
描

そ
の
１

委
嘱
状
交
付
式

委
嘱
状
交
付
式
、、

講
座
内
容
研
修
協
議

講
座
内
容
研
修
協
議
会会

そ
の
後
の
講
座
内
容
研
究
協
議
会
で
は
、
教

育
の
今
日
的
課
題
を
追
求
で
き
る
講
座
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
内
容
・
日
程
等
に
つ
い
て
具
体

的
な
打
合
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
十
四
日
の
「
特
別
支
援
教
育
」
を
皮
切

り
に
、
本
年
度
の
研
修
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

四
月
十
七
日
、
三
十
五
講
座
の
講
師
八
十
九

名
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
研
修
講
座
の
講
師

委
嘱
状
交
付
及
び
講
座
内
容
研
究
協
議
会
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

始
め
に
、
上
川
教
育
局
、
旭
川
市
教
育
委
員

会
の
方
々
が
見
守
る
中
、
セ
ン
タ
ー
組
合
小
池

語
朗
教
育
長
か
ら
、
代
表
と
し
て
村
田
俊
昭
東

川
小
学
校
長
が
委
嘱
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

講
座
の
様
子
か

講
座
の
様
子
か
らら

特
性
に
応
じ
た
指
導
、
個
別
の
指
導
計
画
の

作
成
等
、
児
童
が
必
要
と
す
る
支
援
を
的
確
に

把
握
す
る
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
具
体
的
事
例
に
基
づ
い
た
講
義
、
提
言
、

交
流
は
、
特
別
支
援
教
育
の
経
験
が
少
な
い
者

と
し
て
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
緑
新
小
学
校

小
川

剛
史
）

１ 特別支援教育① ５/１４

＝
講

師
＝

立
田

祐
子
（
北
海
道
立
特
別
支
援

教
育
セ
ン
タ
ー
教
育

課
知
的
障
害
教
育
室

研
究
員
）

山
川

昌
子
（
永
山
南
小

教
諭
）

萩
野

里
香
（
忠
和
小

教
諭
）

佐
藤

歩
（
神
楽
中

教
諭
）

２ 学校事務実務 ５/１５・１６

＝
講

師
＝

吉
﨑

隆
（
神
楽
岡
小

校
長
）

内
田

七
生
（
北
海
道
教
育
庁
教
育

職
員
局
職
員
事
務
セ

ン
タ
ー
市
町
村
立
学

校
手
当
認
定
第
一
グ

ル
ー
プ
主
任
）

大
谷
嘉
次
郎
（
比
布
中
央
小

事
務

職
員
）

校
長
先
生
や
先
輩
事
務
職
員
か
ら
の
講
義
、

事
務
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
実
務
に
関
す
る
講
義
、

旭
川
及
び
上
川
管
内
か
ら
の
提
言
と
そ
れ
に
対

す
る
研
究
協
議
と
幅
広
い
内
容
で
、
今
後
の
実

務
に
役
立
つ
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
有
意
義

な
研
修
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
千
代
ヶ
岡
小
学
校

田
中

精
一
）
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学
級
経
営
に
お
け
る
教
師
の
振
り
返
り
や
、

評
価
の
重
要
性
、
心
理
テ
ス
ト
（
Ｑ
―

Ｕ
）
の
活
用

法
等
、
大
変
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。
ま
た
、

児
童
へ
の
声
か
け
や
働
き
か
け
等
、
す
ぐ
に
実

践
で
き
る
事
例
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
わ
か

り
や
す
く
ご
指
導
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
東
神
楽
町
立
東
神
楽
小
学
校

南

貴
也
）

１ 学級経営① ５/１７

＝
講

師
＝

三
浦

礼
子
（
高
台
小

教
頭
）

江
口

雅
史
（
共
栄
小

教
諭
）

関
田

恒
星
（
旭
川
小

教
諭
）

簗
瀬

充
宏
（
東
明
中

教
諭
）

〈
演
題
〉
「
こ
れ
か
ら
の
教
育
と
学
校
・
教
師
の
役
割
」

〈
期
日
〉

八
月
一
日
（
木
）

受
付

十
三
時
〇
〇
分
～

講
演

十
三
時
三
十
分
～

〈
会
場
〉

旭
川
市
大
雪
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

（
旭
川
市
神
楽
三
条
七
丁
目
）

〈
講
師
〉

こ
の
度
、
上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
開
設
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、
長
年

日
本
の
教
育
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
教
育
学
者
の
新
井
郁
男
氏
に
ご
講
演
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
演
題
は
、「
こ
れ
か
ら
の
教
育
と
学
校
・
教
師
の

役
割
」
と
題
し
て
、
知
識
基
盤
社
会
を
展
望
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今

後
の
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
役
割
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
す
。
新
井
郁
男
氏
は
、
そ
の
著
書
で
「
こ
な
す
学
校
か
ら
創
る

教
育
」
を
目
指
す
事
を
通
し
て
、
学
校
の
哲
学
と
教
育
活
動
の
質
の
向
上
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
知
識
基
盤
社
会
に
お
け
る
教

科
指
導
の
課
題
と
し
て
、
教
科
横
断
的
な
指
導
と
体
験
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
も
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
家
庭
で
の
話
し

合
い
を
通
じ
て
、
子
ど
も
に
様
々
な
役
割
を
果
た
さ
せ
る
こ
と
は
、
学
力
形

成
の
土
台
を
築
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
人
間
形
成
の
原
点
と
し
て
、

家
庭
教
育
の
重
要
性
に
も
言
及
し
て
い
ま
す
。

夏
季
休
業
中
は
、
研
修
の
絶
好
の
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
教
育
講
演

会
に
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

〈主な著書〉

「現代学校改革論」

１９８１ 教育開発研究所

「学習社会論」

１９８２ 第一法規

「学校社会学」

１９９４ 樹村房

「教育経営論」

１９９９ 日本放送出版協会

「新しい学校を創る

リーダーシップ」

２０００ 教育開発研究所

「ゆとりの学び，ゆとりの文化」

２００１ 教育出版

〈講師略歴〉

昭和１０年，東京生まれ。東京大学教育学

部卒業後，昭和３４年文部省入省。昭和４１

年に国立教育研究所に転任，その後，主任

研究官となる。東京工業大学助教授を経

て，昭和５９年に上越教育大学教授に就任。

昭和６４年に上越教育大学副学長。その後，

愛知学院大学教授，放送大学教授，同埼玉

学習センター所長を経て，現在，星槎大学

大学院教育学研究科教授。上越教育大学名

誉教授。

国内外で活躍される方々の自伝・評伝な

どを基に「生き方と青少年時代の体験との

関連性」を鋭く分析。“人間の生きがい”を

テーマにした講演にも定評があります。

新
井

郁
男
氏

星
槎
大
学
教
授
・

上
越
教
育
大
学
名
誉
教
授

（

（
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平成２５年度「研究協力校の紹介」
一

研
究
の
重
点

学
習
指
導
要
領
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
児
童
の
実
態
に
即

し
た
目
標
と
指
導
内
容
を
設
定
し
、
効
果
的
な
指
導
計
画

を
工
夫
し
、
児
童
が
互
い
に
学
び
合
い
、
考
え
を
共
有
し

た
り
、
新
し
い
視
点
を
獲
得
し
た
り
し
て
、
考
え
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
言
語
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
す

る
。

二

研
究
の
内
容

焔
指
導
計
画
の
工
夫

焔
言
語
活
動
の
充
実

焔
総
括
的
評
価
に
よ
る
単
元
の
目
標
達
成
状
況
の
把
握

三

研
究
計
画

４
月

研
究
内
容
の
共
通
理
解

５
・
６
月

研
修
部
提
案
授
業

７
月
～
9
月

研
究
授
業
指
導
案
検
討

・

月

全
校
研

１０

１１
月

特
別
支
援
教
育
授
業
交
流

１２１
月

実
技
研
修
会

２
・
３
月

研
究
の
ま
と
め
と
次
年
度
に
向
け
て

旭
川
市
立
神
楽
岡
小
学
校

（
研
究
主
題
）

「
自
信
を
も
っ
て
学
び
を
高
め
る
子
の
育
成
」

～
達
成
感
を
味
わ
わ
せ
る
算
数
科
指
導
～

一

研
究
の
重
点

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
の
習
得
を
図
り
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
て
、
一
人
一
人
を
大
切
に

し
た
授
業
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
学
び
合
い
の
中
か
ら
深

ま
り
の
あ
る
も
の
へ
充
実
・
発
展
さ
せ
る
学
習
指
導
を
目

指
す
。

二

研
究
の
内
容

焔
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る

指
導
計
画
の
工
夫

焔
効
果
的
な
学
び
合
い
の
工
夫

焔
評
価
を
生
か
し
た
指
導
の
在
り
方

三

研
究
計
画

４
・
５
月

理
論
研
究
及
び
研
究
内
容
の
共
通
理
解

６
月

校
内
授
業
研
究
①

７
・
８
月

授
業
構
築
及
び
校
内
授
業
研
究
の
指
導
案

検
討

９
月

校
内
授
業
研
究
②

月

授
業
構
築
及
び
校
内
授
業
研
究
の
指
導
案

１０

検
討

月

校
内
授
業
研
究
③

１１
月
～
３
月

研
究
の
ま
と
め
・
新
研
究
に
向
け
て

１２

鷹
栖
町
立
北
野
小
学
校

（
研
究
主
題
）

「
豊
か
に
学
び
高
め
合
う
子
ど
も
の
育
成
」

～
考
え
る
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
算
数
科
の
指
導
の
工
夫
～

旭
川
市
立
神
楽
中
学
校

（
研
究
主
題
）

「
主
体
的
な
学
習
を
推
進
し
、

確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
活
動
の
推
進
」

～
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
」
を

目
指
し
た
指
導
と
評
価
の
工
夫
～

一

研
究
の
重
点

教
科
を
は
じ
め
、
教
育
活
動
全
般
に
お
い
て
、
一
単
位

時
間
の
指
導
目
標
を
具
体
的
に
設
定
し
、
そ
の
達
成
に
向

け
た
活
動
や
手
立
て
を
工
夫
し
、
そ
の
達
成
状
況
を
評
価

し
な
が
ら
、
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
図
る
学
習
指
導
を

目
指
す
。

二

研
究
の
内
容

焔
言
語
活
動
を
生
か
し
た
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
目
指
す

授
業
づ
く
り

焔
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
を
高
め
る
指
導
と
評

価
の
工
夫

焔
「
主
体
的
な
学
習
」
を
確
立
す
る
た
め
の
指
導
と
評
価

の
工
夫

三

研
究
計
画

４
・
５
月

研
究
の
構
想
、
理
論
的
研
究

６
・
７
月

研
究
授
業
の
構
想
、
校
内
授
業
研
究
①

８
・
９
月

指
導
案
検
討
、
校
内
授
業
研
究
②

月

校
内
授
業
研
③
（
含
公
開
研
）

１０
・

月

授
業
公
開
週
間

１１

１２

１
月
～
３
月

研
究
の
ま
と
め

次
年
度
に
向
け
て
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夏季休業を利用して研修を深めませんか夏季休業を利用して研修を深めませんか？？
夏季休業中及び夏季休業直後の研修講座申し込みを随時受け付けております。

希望される場合は研修センター（２４―２５０１）にご連絡ください。

備 考会 場研修講座名開催期日

研修センター指導技術基礎７月２５日（木）

研修センター国際理解教育７月２５日（木）

２回目９月４日研修センター国語科指導①７月２６日（金）

※２回目１０月８日研修センター社会科指導①７月２９日（月）

２回目８月３０日研修センター算数・数学科指導①７月３０日（火）

２回目９月３日研修センター理科指導①７月３１日（水）

２回目８月２９日研修センター外国語科（英語）指導①７月３１日（水）

旭川市大雪クリスタルホール教育講演会８月１日（木）

２回目１０月１０日研修センター生徒指導①８月２日（金）

研修センター幼稚園教育８月２日（金）

２回目１０月１６日研修センター道徳教育①８月６日（火）

旭川市立緑が丘中技術・家庭科実技８月６日（火）

研修センターいじめ・不登校８月７日（水）

２回目９月１０日研修センター生活科・総合的な学習の時間①８月７日（水）

～夏休み終了直後に行われる研修講座～

旭川市立愛宕小音楽科実技８月２８日（水）

旭川市立啓北中・春光小外国語科（英語）指導②８月２９日（木）

旭川市立神楽岡小・広陵中算数・数学科指導②８月３０日（金）

旭川市立緑新小・永山南中理科指導②９月３日（火）

旭川市立永山小・緑が丘中国語科指導②９月４日（水）

※社会科指導の２回目は，当初１０月９日（水）の予定でしたが，８日（火）に変更となりました。

会 場講 座 名開催期日

研修センター小学校の校務に生かす表計算活用講座７月２６日（金）

研修センター学校で役立つプレゼンテーション活用講座７月３１日（水）

研修センター校務に生かす表計算個別課題解決講座８月２日（金）

研修センター学校で役立つ動画編集講座８月６日（火）

～夏休み終了直後～

研修センター校務のための表計算入門講座８月３０日（金）

ɡパソコン講座
画像処理，プレゼンテーション，動画編集の講座では，タブレットPC（iPad）
も使いながら運営する予定ですので，ぜひお申し込みください。
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私
が
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
国
語
科

の
第
二
学
年
の
授
業
で
す
。

そ
れ
は
、「
書
く
こ
と
」
の
領
域
で
、

友
達
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
て
紹
介
文

を
書
く
単
元
の
授
業
で
し
た
。

そ
の
授
業
で
は
、
単
元
の
構
成
の
工
夫

と
し
て
、
終
末
に
お
互
い
の
紹
介
文
を
読

み
合
う
活
動
を
位
置
付
け
、
子
ど
も
に
目

的
意
識
や
相
手
意
識
を
も
た
せ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、「
書
く
こ
と
」
の
指
導
事
項
の
う

ち
、「
取
材
」
と
「
構
成
」
の
指
導
の
重

点
化
を
図
り
、
子
ど
も
の
実
態
や
教
材
の

特
性
を
踏
ま
え
、
本
単
元
で
子
ど
も
に
身

に
付
け
さ
せ
た
い
力
を
明
確
に
押
さ
え
て

い
ま
し
た
。

私
が
見
せ
て
い
た
だ
い
た
授
業
場
面

は
、
取
材
メ
モ
を
整
理
し
、
紹
介
文
の
構

成
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
時
間
で
し
た
。

低
学
年
で
は
、
構
成
を
考
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
自
分
の
考
え
を
明
確
に
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
子

ど
も
た
ち
は
、
付
箋
に
記
述
し
て
い
た
取

材
内
容
を
基
に
構
成
を
考
え
る
中
で
、
自

分
の
伝
え
た
い
友
達
の
良
さ
を
明
確
に
し

て
い
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
目
的
意
識
を

も
ち
、
意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
記
述

し
て
い
く
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

こ
の
授
業
か
ら
、
子
ど
も
の
主
体
的
な

学
び
を
実
現
す
る
こ
と
や
、
子
ど
も
の
発

達
段
階
等
を
踏
ま
え
、
指
導
の
ね
ら
い
を

明
確
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
日
常
の
取
組
と
し
て
、
子
ど

も
に
、「
書
け
た
→
で
き
た
」
で
は
な
く
、

「
書
け
た
→
読
み
返
し
た
→
直
し
た
→
で

き
た
」
と
い
う
姿
勢
を
大
切
に
す
る
指
導

を
行
っ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

こ
の
姿
勢
を
小
学
校
低
学
年
か
ら
重
視

す
る
意
義
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

ま
さ
に
、
国
語
科
で
求
め
ら
れ
て
い

る
、「
実
生
活
で
生
き
て
は
た
ら
き
、
各
教

科
等
の
学
習
の
基
本
と
も
な
る
国
語
の
能

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
」
取
組
で
し
た
。

心
に
残
る
授
業

そ
の
67

旭
川
市
教
育
委
員
会

教
育
指
導
課
課
長
補
佐

末

木

良

典

人
事
短
信

平
成
二
十
五
年
度
就
任
・
退
任
研
修
セ
ン
タ
ー
所
員
を
紹
介
し
ま
す
。

指
導
員
（
永
山
西
小
）

森
木

真
也

実
り
多
い
研
修
講
座
と
な
り
ま

す
よ
う
精
一
杯
努
力
致
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

指
導
員
（
緑
が
丘
中
）

伊
東

靖
彦

有
意
義
な
研
修
講
座
と
な
る
よ

う
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
努
力
し

て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研
究
事
業
部
長
（
近
文
第
２
小
）

川
瀨

元
信

各
学
校
の
研
究
に
活
用
で
き
る

内
容
・
実
践
に
な
り
ま
す
よ
う
精

一
杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副
所
長

矢
口

元
晴

管
内
教
育
の
発
展
の
た
め
魅
力
が

あ
り
充
実
し
た
研
修
内
容
を
目
指
し
、

積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
研
修
セ
ン

タ
ー
と
な
る
よ
う
努
力
致
し
ま
す
。

所

長

鷲
見

正
雄

上
川
の
子
ど
も
に
質
の
高
い
教

育
を
提
供
す
る
発
信
源
と
な
る
よ

う
努
め
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

研
究
員
（
永
山
中
）
青
木

賢
二

毎
日
の
授
業
に
生
か
さ
れ
る
研

究
を
心
が
け
、
少
し
で
も
貢
献
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研
究
員
（
緑
が
丘
小
）

清
杉

陽
一

今
年
度
セ
ン
タ
ー
研
究
員
と
し
て

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
自
分

の
た
め
。
さ
ら
に
上
川
の
教
育
を
盛

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

退

任

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

○
前

所

長

山

下

尚

年

○
前
研
究
事
業
部
長

玉

井

一

行

○
前

指

導

員

伊

藤

文

江

（
士
別
市
立
多
寄
中
）

○
前

指

導

員

藤

本

友

紀

（
旭
川
市
立
神
楽
岡
小
）

○
前

研

究

員

貝

谷

雅

敏

（
旭
川
市
立
東
栄
小
）

○
前

研

究

員

菅

原

大

（
附
属
旭
川
中
）

研修センター所員

指

導

員

森
木

真
也
（
永
山
西
小
）

研
修
事
業
部
長

川
瀨

元
信
（
近
文
第
２
小
）

研

究

員

北
川

真
美
（
春
光
小
）

研

究

員

小
野

義
幸
（
東
聖
小
）

研

究

員

相
澤

朋
子
（
共
栄
小
）

研

究

員

堀
川

誠
二
（
東
神
楽
中
）

研

究

員

清
杉

陽
一
（
緑
が
丘
小
）

研

究

員

青
木

賢
二
（
永
山
中
）

所

長

鷲
見

正
雄

副

所

長

矢
口

元
晴

事
務
部
長

渡
邉

修
二

事

務

員

小
林

晴
美

事

務

員

笹
谷

青
子

指

導

員

吉
野

法
行
（
光
陽
中
）

指

導

員

吉
田

明
弘
（
緑
新
小
）

指

導

員

伊
東

靖
彦
（
緑
が
丘
中
）
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昨年度より上川教育研修センターのサイトが，リニューアルされました。

ＵＲＬも変わりましたのでご注意ください（http://kami-cen.hs.plala.or.jp/）。「２か月後アンケート」

もこちらからダウンロードできます。ご協力をお願いします。

これまで研修センターでは，各研修講座の閉講式で受講者にアンケートを

実施させていただき，その結果を講座運営の改善に生かしてまいりました。

今年度からは，講座受講後の２か月後に「追跡アンケート」も実施し，受講

者の皆様の声を参考にさせていただきながら，さらなる改善を図っていきた

いと考えております。ご協力をよろしくお願いいたします。

アンケートの
ご協力を

お願いします

研
修
セ
ン
タ
ー
一
階
奥
に
あ
る
第
二
研
修
室

の
壁
面
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
開
放
し
て
い
ま

す
。絵

画
、
書
道
、
写
真
、
手
芸
、
実
践
発
表
な

ど
様
々
な
展
示
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
、
ご
鑑
賞
に
も
お
気
軽
に
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

多
く
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
研
修
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ララララララララララララララララララララ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ギ
ャ
ラ
リ
ー
闡闡闡闡闡闡闡闡闡闡闡闡闡闡闡闡闡闡闡闡闡

三浦文学と北海道

～『氷点』の

物語から見る～

４／１０～４／３０

発
行
日

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日

発

行

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

〒
〇
七
〇
―
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放課後学習，学力向上，キャリア教育，小中連携など今日的な教育課題

指導計画，評価，言語活動等，校内研究にかかわる事項など教科等指導（国，算等）

様々なアクティビティー，ALTとの効果的な指導の在り方など小学校外国語活動

リコーダー（音楽），木版画（図工・美術），毛筆（書写）など各種実技指導

いじめ・不登校への対応，教育相談，ピアサポートなど生徒指導

各種発達障害の理解，交流および共同学習など特別支援教育

表計算，画像処理，プレゼン，ＷＥＢ制作などパソコン実技

申込み方法
「研修講座開催要項」P.32にあります「出前講座受講申込書」に必要事項をご記入

の上，研修センターへＦＡＸしてください。

出前講座は，校内研修および地域の教育研修を支援することを目的としています。各学校だけでなく，

教育研究団体・サークルなどの要請にもお応えします。申込み方法，講座内容の例は下記の通りです。ぜ

ひ，ご活用ください。

上川教育研修センターの
サイトをご利用ください

「２か月後アンケート」が，
サイトからダウンロード

できるようになりました

■施設概要：研修センター利用（宿泊や貸室など）につい

て掲載しています。

■研究室：研究紀要が見られます。

■開催要項：講座の一覧や講座の要項のダウンロードがで

きます。また，申込書のダウンロードもできます。

■センターだより：年間３号発行される上川教育研修セン

ターだよりのバックナンバーを読むことができます。

■資料室：研修センターにある様々な文献のデータベースをダウンロードして一覧を見ることができます。

■アンケート：２か月後アンケートやパソコン実技講座の受講アンケートなどがあります。

■リンク：教育委員会や教育関係センター・行政・研究機関・自治体のリンク集です。

「２か月後アンケート」が，
サイトからダウンロード

できるようになりました


